
海の監視ネットワークの取り組み

香住の海の会
（事務局）
但馬漁業協同組合 香住支所
庶務課副課長 駒居 慧一

平成３０年度水産多面的機能発揮対策事業
海の監視ネットワーク強化（香住の海の会）

上の図は、兵庫県の「香住の海を守る会」（但馬漁協香住支
所）による１ヶ月間の漁船の監視位置を示したものです。沖合
はベニズワイガニ籠漁業、沿岸は１本釣り漁業や沿岸イカ釣り
漁業などであり、沖合と沿岸の２重の監視網が構築されている
ことがわかります。



兵庫県香住地区の概要

★
★



香住の漁業



活動組織の立ち上げの経緯

漁業者の海難事故・漂流物による漁船漁具の破損・海水浴の水難事故・外
国漁船による違法操業・不審船・密漁・無線機器の老朽化



年度 活動組織 活動項目 活動内容

Ｈ
２５

香住の海の会 水域の監視 無線機器一式の整備（７隻）
出漁中の簡易な監視活動（２４隻：９月～１１月の間に１４２回）

香住少年少女
水産教室

教育と啓発の場の提供 小学生・保護者１３名対象に、乗船体験・座学・料理教室

Ｈ
２６

香住の海の会 水域の監視 無線機器一式の整備（１３隻）、
出漁中の簡易な監視活動（２０隻：９月～１１月の間に１５７回）

香住少年少女
水産教室

教育と啓発の場の提供 小学生・保護者３８名対象に、乗船体験・座学・料理教室

Ｈ
２７

香住の海の会 水域の監視 出漁中の簡易な監視活動（２０隻：９月～１１月の間に１６１回）

漁村文化の継承に
資する教育・学習

小学生・保護者２４名対象に、乗船体験・座学・料理教室

Ｈ
２８

香住の海の会 水域の監視 出漁中の簡易な監視活動（２０隻：９月～１１月の間に１４２回）
一斉休漁による監視活動（６月～８月の間に４回、延べ６４隻）

理解・増進を図る取組 小学生・保護者２０名対象に、乗船体験・座学・料理教室

Ｈ
２９

香住の海の会 国境・水域の監視 出漁中の簡易な監視活動（２０隻：９月～１１月の間に１２８回）
一斉休漁による監視活動（６月～８月の間に３回、延べ５３隻）

理解・増進を図る取組 日程調整がとれず中止

Ｈ
３０

香住の海の会 海の監視ネットワーク強化 海の監視ネットワーク強化
（３９隻：４月～３月（年間） 海上１８２５回・陸上７０回）

理解・増進を図る取組 小学生・保護者２４名対象に、乗船体験・座学・料理教室

Ｒ
０１

香住の海の会 海の監視ネットワーク強化 海の監視ネットワーク強化
（３７隻：４月～３月（年間） 海上２１６０回・陸上２０２回見込）

活動組織の活動内容（概要）の経過

＊Ｈ２５～２９の簡易な監視活動とは、操業中の異常発見時（事故・密漁・漂流物・水色等）に記録・報告するボランティア活動。



無線機器の設置（Ｈ２５年度・Ｈ２６年度）



海の監視ネットワーク強化の体制

海上保安当局・
漁業無線局・
漁協・船舶
（漁船等）

通常時
場所・
時刻・
状況を
記録

準緊急時
場所、時刻、状況を直接
「漁業無線局・漁協等」

へ通報
付近僚船への連絡・

注意喚起

漁業者

漁 協
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活動組織

サポート（連携）



海の監視ネットワーク強化の活動マニュアル



海の監視ネットワーク強化の活動記録



海の監視ネットワーク強化の位置図



海の監視ネットワーク強化の位置図



海の監視ネットワーク強化・監視活動のまとめ

（平成２９年度まで）

無線機の導入や簡易な監視活動等によって監視体制が整う

（平成３０年度以降）

監視ネットワークの強化
（監視船の拡充，活動記録・報告の徹底）

・監視活動の延べ回数が、大幅に増加！
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・監視活動による異常の発見は、流木や浮遊ロープ等がほとんどだが、不
審船の情報も数件報告されるようになり、本年度は北朝鮮籍と思われる
無人の木造船を海上で早期に発見することができた。



・活動に伴い、市出しも多くなり、浜での漁業者
同士の情報交換が多くみられるようになった。

・監視活動に参加していない採貝藻漁業者等にお
いても、密漁や環境異変等に対する監視の意識
が高まっており、海上の安心・安全に対する機
運が地域全体に波及している。

・課題は、漁業者の高齢化による監視活動の低迷である。

・地先海域の安心・安全の監視は、恒久的な活動である。最近の不審船
（主に北朝鮮）の増加等の事案もあることから、今後、周年に亘って
沿岸や沖合で操業を行う後継者の育成を図るとともに、監視活動の重
要性と理解増進を地域全体に図っていきたい。

水域環境の保全並びに海難事故等の減少




